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■ OTC 類似薬の保険見直し 透析患者はどうなる？ 
 

今国会では、市販薬と同じ成分の処方薬（以下、OTC類似薬）の一部を保険給付の対象外とする

「一部保険外療養」制度の創設などを盛り込んだ健康保険法等改正法が成立しました。 

その際、財務大臣と厚生労働大臣は、制度の実施に当たり、「こども、がん患者や難病患者など

配慮が必要な慢性疾患の患者、低所得者、入院患者、医師が長期使用など医学的

に必要と判断した患者への配慮を検討する」との方針で合意しています。 

では、透析患者や腎移植者はどうなるのでしょうか。対象となる薬には、痛み

止めや湿布、保湿剤、かゆみ止め薬など日常的によく使われる薬が多く含まれて

います。新たな 25％の負担が生じるのか、それとも配慮の対象となり負担は増え

ないのか。 
 

‐ 「自立支援医療」対象薬は配慮の方向 制度設計次第で負担増も ‐ 
 

厚生労働省は 6月 25日、OTC類

似薬の保険給付見直しに関する技

術的検討会を開き、新たな負担を

求めない患者（右表）と、負担を

求めない療養の範囲（下記図表）

の考え方を示しました。現在、制

度の詳細について検討が進められ

ています。 

透析患者や腎移植者では、人工透析や腎移植に係る自立支援医療（更生医療）が国の公費負担

医療制度に当たります。厚労省は、自立支援医療の対象となる OTC類似薬については、新たな

「特別の料金」（薬剤費の 25％）を求めない方向で検討しています。一方、自立支援医療の対象

外となる OTC類似薬については、制度設計によっては新たな負担が生じる可能性があります。そ

のため、透析患者や腎移植者であっても、すべての OTC類似薬が追加負担の対象外となるわけで

はありません。 

厚労省は今後も対象となる薬剤や負担の範囲などを検討し、秋ごろに制度の詳細を決定した上

で、2027年 3月から新制度を開始する予定です。 

新たに負担を求めない者 
 

① がん治療中の患者 

② 指定難病患者 

③ 国の公費負担医療制度の対象となる患者 

④ 入院中や退院時に処方される医薬品 

⑤ 検査や手術などに伴って処方される医薬品 

⑥ 年間を通じて長期間使用することが医療上必要と医師が認

めた患者 

参考：https://www.mhlw.go.jp/content/12403550/001715327.pdf 


